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論
文
　
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
重
点
（
ヽ
）　
村　
井　
宏　
栄　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に
　
鎌
倉
新
仏
教
を
代
表
す
る
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
に
は
、
多
く
の
遺
文
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
親
鸞
本
人
の
直
筆
資
料
を
多
く
含
み
、日
本
語
史
研
究
上
第
一
級
資
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
親
鸞
遺
文
に
は
、
漢
文
・
漢
文
訓
読
文
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
（
い
わ
ゆ
る
片
仮
名
文
・
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
を
含
む
、
以
下
同
じ
）・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
・
い
わ
ゆ
る
仮
名
文
等
多
彩
な
表
記
体
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
遺
文
に
は
以
下
の
特
徴
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
注
一
。
　
○
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
対
立
に
お
い
て
、
助
詞
「
を
」
は
「
ヲ
」
で
表
記
す
る
の
に
対
し
、「
を
ば
」「
を
や
」
を
含
む
他
の
語
の
語
頭
は
「
オ
」
で
表
記
す
る
と
い
う
独
特
の
仮
名
遣
い
　
○
古
用
漢
字
音
の
墨
守
　
○
使
用
漢
字
の
制
限
　
○
漢
語
は
漢
字
表
記
、
和
語
は
仮
名
表
記
と
い
う
使
い
分
け
　
こ
れ
ら
特
徴
は
多
分
に
規
範
的
性
質
を
持
ち
、
書
記
法
の
一
貫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
拙
稿
、
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
は
親
鸞
直
筆
の
一
資
料
で
あ
る
専
修
寺
本
『
西
方
指
南
抄
』
を
対
象
に
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
書
記
に
お
け
る
重
点
（
い
わ
ゆ
る
踊
り
字
、「
ヽ
」）
の
用
法
に
つ
い
て
述
べ
た
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
同
音
が
連
続
す
る
場
合
、
漢
字
表
記
を
用
い
な
い
と
す
る
と
、
①
重
点
を
用
い
る
（
例
「
コ
ヽ
ロ
」）、
②
同
仮
名
を
反
復
す
る
（
例
「
ク
ニ
ニ
」）、③
い
わ
ゆ
る
仮
名
遣
い
に
よ
る
別
仮
名
の
使
用（
例「
～
ヲ
オ
モ
フ
」）、
と
い
う
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
重
点
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
多
く
は
同
一
音
韻
と
考
え
ら
れ
る
が
、
清
濁
の
対
立
な
ど
、
別
音
韻
が
予
想
さ
れ
る
場
合
も
存
す
る
（
例
「
タ
ヽ
シ
キ
（
正
し
き
）」・「
思
ハ
ヽ
（
思
は
ば
）」）。
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
は
、『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
重
点
と
同
仮
名
反
復
と
が
ど
の
位
置
（
自
立
語
／
付
属
語
、
語
頭
／
語
中
尾
）
に
お
い
て
、
ど
の
割
合
で
用
い
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
及
び
考
察
を
行
っ
た
。
結
果
、
本
資
料
に
お
い
て
重
点
は
基
本
的
に
文
節
境
界
を
ま
た
が
ず
、
前
接
要
素
と
の
連
続
性
を
標
示
す
る
こ
と
で
同
仮
名
反
復
と
と
も
に
文
節
を
単
位
と
す
る
標
示
に
寄
与
し
、
可
読
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）
は
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
『
西
方
指
南
抄
』
と
い
う
一
資
料
を
考
察
対
象
と
し
た
た
め
、
右
傾
向
が
親
鸞
遺
文
の
他
資
料
に
も
当
て
は
ま
る
か
否
か
は
未
解
明
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
考
察
対
象
を
他
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
親
鸞
遺
文
資
料
全
体
に
拡
げ
、
一
三
世
紀
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
一
例
と
し
て
、
親
鸞
の
漢
字
片
22
仮
名
交
じ
り
文
書
記
に
お
け
る
重
点
の
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
　
　
二
、
考
察
対
象
の
資
料
　
本
稿
に
お
い
て
考
察
対
象
と
し
た
資
料
は
次
の
五
点
で
あ
る
。
資
料
名
の
直
後
に
、
各
文
献
の
書
写
年
代
と
親
鸞
書
写
時
の
年
齢
を
記
し
た
。
①
専
修
寺
蔵
『
唯
信
鈔
』（
信
証
本
）
…
寛
喜
二
（
一
二
三
〇
）
年
、
五
八
歳
　
『
唯
信
鈔
』
は
法
然
門
下
の
兄
弟
子
で
あ
る
聖
覚
の
著
作
で
、
浄
土
教
の
教
義
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
聖
覚
自
筆
本
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
親
鸞
の
転
写
本
の
み
が
現
存
す
る
。
②
法
雲
寺
蔵
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
本
〈
略
本
〉）
…
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
、
八
三
歳
　
尊
号
と
は
名
号
の
こ
と
で
あ
り
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
は
尊
号
や
真
像
（
肖
像
画
）
の
讃
銘
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
献
に
は
略
本
と
広
本
の
二
種
類
が
知
ら
れ
る
。
③
専
修
寺
蔵
『
唯
信
鈔
文
意
』（
信
証
本
、
正
月
廿
七
日
本
）
…
康
元
二
（
一
二
五
七
）
年
、
八
五
歳
　
『
唯
信
鈔
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、
題
名
の
意
味
や
引
用
漢
文
の
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
。
④
東
本
願
寺
蔵
『
一
念
多
念
文
意
』
…
康
元
二
（
一
二
五
七
）
年
、
八
五
歳
　
法
然
門
下
の
兄
弟
子
で
あ
る
隆
寛
『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
経
文
に
つ
い
て
注
釈
す
る
。
⑤
専
修
寺
蔵
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
〈
広
本
〉）
…
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
、
八
六
歳
　
右
の
う
ち
①
の
み
親
鸞
自
身
の
著
作
で
は
な
い
が
、
近
時
、
金
子
彰
（
二
〇 
一
五
）
に
お
い
て
『
唯
信
鈔
』
と
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
表
記
が
比
較
検
討
さ
れ
、
結
果
、「
親
鸞
は
自
己
の
持
つ
表
記
法
で
自
著
本
と
転
写
本
を
統
一
し
著
述
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
考
察
の
対
象
に
加
え
た
。
　
ま
た
、
②
～
⑤
は
親
鸞
の
晩
年
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
の
親
鸞
は
民
衆
を
教
化
す
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
注
二
。
ヰ
ナ
カ
ノ
・
ヒ
ト
ヽ
ヽ
ノ
・
文モ
ン
シ字
ノ
・
コ
ヽ
ロ
モ
シ
ラ
ス
・
ア
サ
マ
シ
キ
・
愚ク
チ癡
・
キ
ワ
マ
リ
ナ
キ
・
ユ
ヘ
ニ
・
ヤ
ス
ク
・
コ
ヽ
ロ
エ
サ
セ
ム
ト
テ
・
オ
ナ
シ
コ
ト
ヲ
・
ト
リ
カ
ヘ
シ
〳
〵
・
カ
キ
ツ
ケ
タ
リ
・
コ
ヽ
ロ
ア
ラ
ム
ヒ
ト
ハ
・
オ
カ
シ
ク
・
オ
モ
フ
ヘ
シ
・
ア
サ
ケ
リ
ヲ
・
ナ
ス
ヘ
シ
・
シ
カ
レ
ト
モ
・
ヒ
ト
ノ
・
ソ
シ
リ
ヲ
・
カ
ヘ
リ
ミ
ス
・
ヒ
ト
ス
チ
ニ
・
オ
ロ
カ
ナ
ル
・
ヒ
ト
〳
〵
ヲ
・
コ
ヽ
ロ
ヘ
ヤ
ス
カ
ラ
ム
ト
テ
・
シ
ル
セ
ル
ナ
リ
（『
一
念
多
念
文
意
』
跋
文
・
一
〇
四
）
　
そ
の
目
的
の
た
め
に
採
ら
れ
た
方
法
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
表
記
体
の
採
用
で
あ
る
。
か
か
る
方
法
に
お
い
て
、
さ
ら
に
分
か
ち
書
き
、
漢
字
へ
の
振
り
仮
名
、
仮
名
大
小
の
交
替
、
朱
点
な
ど
、
種
々
の
方
法
を
用
い
て
文
字
連
続
に
お
け
る
境
界
標
示
を
視
覚
的
に
伝
達
し
て
い
た
と
言
え
る
注
三
。
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三
、
用
例
数
の
概
観
　
こ
こ
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
五
資
料
に
お
け
る
重
点
の
使
用
お
よ
び
同
字
反
復
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
コ
ヽ
ロ
」
の
よ
う
な
表
記
を
「
重
点
使
用
」、「
コ
コ
ロ
」
の
よ
う
な
表
記
を
「
同
字
反
復
」
と
し
、
両
者
を
併
せ
て
「
同
仮
名
（
の
）
連
続
」
と
呼
ぶ
。
用
例
採
取
に
お
い
て
、
対
象
は
本
文
の
仮
名
表
記
部
分
に
限
定
し
、
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
接
続
部
分
や
漢
字
表
記
右
傍
に
記
さ
れ
る
振
り
仮
名
部
分
は
対
象
外
と
す
る
。
ま
た
、
二
字
以
上
の
重
点
（「
〳
〵
」・「
ヽ
ヽ
」
等
）
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
な
い
。
　
同
仮
名
連
続
箇
所
の
文
法
的
位
置
及
び
品
詞
に
よ
っ
て
分
類
し
た
用
例
数
の
一
覧
を
資
料
ご
と
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
（
表
１
）『
唯
信
鈔
』
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
１
（
名
詞
１
）
17
（
動
詞
７
、
名
詞
３
、
接
続
詞
３
、
形
容
詞
２
、
形
容
動
詞
１
、
副
詞
１
）
18
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
72
（
名
詞
38
、
動
詞
18
、
副
詞
16
）
２
（
動
詞
１
、
名
詞
１
）
74
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
８
（
助
詞
８
）
２
（
助
詞
１
、
助
動
詞
１
）
11
例
語
中
尾
１
（
助
動
詞
１
）
０
合
計
82
例
21
例
103
例
（
表
２
）『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
本
）
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
０
８
（
動
詞
６
、
副
詞
１
、
接
続
詞
１
）
８
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
52
（
名
詞
35
、
動
詞
15
、
副
詞
１
、
代
名
詞
１
）
１
（
動
詞
１
）
53
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
２
（
助
詞
２
）
２
（
助
詞
１
、
助
動
詞
１
）
５
例
語
中
尾
１
（
助
動
詞
１
）
０
合
計
55
例
11
例
66
例
（
表
３
）『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
０
10
（
動
詞
３
、
名
詞
３
、
副
詞
２
、
形
容
詞
１
、
接
続
詞
１
）
10
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
75
（
名
詞
55
、
動
詞
17
、
副
詞
３
）
０
75
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
３
（
助
詞
２
、
助
動
詞
１
）
５
（
助
詞
４
、
助
動
詞
１
）
９
例
語
中
尾
１
（
助
動
詞
１
）
０
合
計
79
例
15
例
94
例
24
（
表
４
）『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
０
６
（
動
詞
３
、
名
詞
１
、
副
詞
１
、
接
続
詞
１
）
６
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
60
（
名
詞
48
、
動
詞
11
、
形
容
詞
１
）
２
（
動
詞
１
、
名
詞
１
）
62
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
３
（
助
詞
３
）
10
（
助
詞
９
、
接
尾
辞
１
）
14
例
語
中
尾
１
（
助
詞
１
）
０
合
計
64
例
18
例
82
例
（
表
５
）『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
０
７
（
動
詞
５
、
副
詞
１
、
接
続
詞
１
）
７
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
69
（
名
詞
50
、
動
詞
16
、
副
詞
２
、
代
名
詞
１
）
２
（
動
詞
２
）
71
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
９
（
助
動
詞
５
、
助
詞
４
）
１
（
助
詞
１
）
10
例
語
中
尾
０
０
合
計
78
例
10
例
88
例
　
併
せ
て
、参
考
ま
で
に
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
示
し
た
専
修
寺
本
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
お
よ
び
同
字
反
復
に
つ
い
て
も
用
例
数
一
覧
を
示
す
。
な
お
、『
西
方
指
南
抄
』
は
法
然
上
人
の
法
語
・
消
息
・
行
状
等
の
言
行
録
で
あ
り
、
康
元
元
～
二
年
（
一
二
五
六
―
五
七
）、
親
鸞
八
四
～
五
歳
時
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
（
表
６
）『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
（
村
井
宏
栄
二
〇
一
八
ａ
（
表
１
）　
よ
り
形
式
改
）
重
点
同
字
反
復
合
計
文
節
頭
自
立
語
語
頭
16
（
名
詞
15
、
動
詞
１
）
78
（
動
詞
41
、
名
詞
19
、
副
詞
８
、
接
続
詞
５
、
形
容
動
詞
２
、
形
容
詞
１
、
連
体
詞
１
、
連
語
１
）
94
例
非
文
節
頭
自
立
語
語
中
尾
675
（
名
詞
264
、
動
詞
216
、
副
詞
165
、
代
名
詞
14
、
形
容
詞
８
、
連
体
詞
８
）
８
（
名
詞
６
、
動
詞
１
、
副
詞
１
）
683
例
付
属
語
そ
の
他
語
頭
99
（
助
詞
95
、
助
動
詞
２
、
接
尾
辞
２
）
33
（
助
詞
27
、
助
動
詞
４
、
接
尾
辞
２
）
141
例
語
中
尾
９
（
助
詞
１
、
助
動
詞
８
）
０
合
計
799
例
119
例
918
例
　
重
点
は
文
字
連
続
に
見
ら
れ
る
「
記
号
」
で
あ
り
、
前
接
成
分
と
の
融
合
度
を
示
す
指
標
と
な
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
重
点
が
用
い
ら
れ
れ
ば
融
合
度
は
高
く
、
前
接
成
分
と
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
意
識
さ
れ
や
す
い
。
逆
に
同
字
反
復
の
場
合
は
前
接
成
分
と
の
融
合
度
は
低
く
、
境
界
標
示
と
し
て
機
能
し
う
る
。
　
右
（
表
１
）
～
（
表
５
）
を
概
観
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
一
貫
し
て
自
立
語
語
頭
で
は
同
字
反
復
が
優
位
で
あ
り
、
対
し
て
自
立
語
語
中
尾
で
は
重
点
が
優
位
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
『
西
方
指
南
抄
』
に
等
し
く
（
表
６
）、
資
料
の
異
な
り
を
超
え
て
、
親
鸞
書
写
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
の
全
体
に
当
て
は
25
ま
る
。（
表
１
）
～
（
表
６
）
の
合
計
に
お
い
て
、
自
立
語
語
頭
は
全
一
四
三
例
中
一
二
六
例
（
八
八
・
一
％
）
が
同
字
反
復
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
同
様
に
自
立
語
語
中
尾
は
全
一
〇
一
八
例
中
一
〇
〇
三
例
（
九
八
・
五
％
）
が
重
点
使
用
と
な
っ
て
い
る
。
自
立
語
全
体
に
お
け
る
両
者
の
違
例
は
、
合
計
し
て
も
三
二
例
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
体
の
二
・
八
％
に
過
ぎ
な
い
。
　
一
方
、
付
属
語
語
頭
は
一
七
七
例
中
一
二
四
例
（
七
〇
・
一
％
）
が
重
点
使
用
と
な
っ
て
お
り
、
重
点
優
位
で
は
あ
る
も
の
の
、
自
立
語
ほ
ど
の
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
資
料
に
よ
っ
て
は
、
同
字
反
復
の
用
例
数
が
重
点
の
そ
れ
を
上
回
る
も
の
も
見
ら
れ
る
（『
唯
信
鈔
文
意
』・『
一
念
多
念
文
意
』）
注
四
。
ま
た
、
付
属
語
語
中
尾
は
全
例
が
重
点
使
用
と
な
っ
て
い
る
。
　
な
お
、（
表
１
）
～
（
表
５
）
に
お
い
て
、
行
頭
に
位
置
す
る
も
の
は
用
例
数
に
含
み
入
れ
て
い
な
い
。
五
文
献
の
う
ち
、
同
仮
名
連
続
が
行
頭
部
分
に
当
た
る
も
の
は
全
七
例
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
同
字
反
復
に
よ
っ
て
表
記
し
て
お
り
、
重
点
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
（
／
は
改
行
を
示
す
）。
一ヰチ
マ
ン
ヘ
ン
万
徧
ヲ
・
ト
ナ
エ
テ
・
ソ
ノ
／
ノ
チ
ニ
・
他タキ
ヤ
ウ経
・
他タ
フ
チ仏
ヲ
・
持チ
ネ
ム念
セ
ム
ハ
（『
唯
信
鈔
』
五
一
・
四
）
タ
／
タ
・
如ニヨ
ラ
イ来
ノ
・
至シ
ム心
信シン
ケ
ウ楽
ヲ
・
フ
カ
ク
・
タ
ノ
ム
ヘ
シ
（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
八
・
四
）
摂セフ
シ
ユ取
不フ
シ
ヤ捨
ノ
・
コ
／
コ
ロ
ヲ
・
ア
ラ
ワ
シ
・
タ
マ
フ
・
念
仏
衆シユ
シ
ヤ
ウ生
摂セフ
シ
ユ取
不フ
シ
ヤ捨
ノ
文モン
ヲ
・
釈シヤ
クシ
・
タ
マ
ヘ
ル
ナ
リ
（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
七
二
・
三
）
聖セイ
カ
ク覚
和クワ
シ
ヤ
ウ
尚
ノ
・
／
ノ
タ
マ
ハ
ク
（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
八
九
・
三
）
富フ
ク
ヰ貴
ハ
・
ト
メ
ル
ヒ
ト
・
ヨ
キ
ヒ
ト
・
／
ト
イ
フ
（『
唯
信
鈔
文
意
』
四
一
・
三
）
名ミヤ
ウ
カ
ウ号
ヲ
・
称シヨ
ウス
ル
コ
ト
・
／
ト
コ
ヱ
ヒ
ト
コ
ヱ
・
キ
ク
ヒ
ト
・
ウ
タ
カ
フ
・
コ
ヽ
ロ
・
一
念
モ
・
ナ
ケ
レ
ハ
（『
一
念
多
念
文
意
』
一
〇
一
・
三
）
カ
ノ
業コフ
リ
キ力
ニ
・
ヒ
カ
ル
／
ル
ユ
ヘ
ニ
・
ユ
キ
ヤ
ス
ク
（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
本
二
四
・
二
）
　
こ
れ
は
、
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
示
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
傾
向
に
等
し
い
。
親
鸞
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
書
記
に
お
い
て
、
行
頭
に
お
い
て
は
重
点
を
用
い
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
　
　
　
四
、
原
則
合
致
例
　
前
節
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、『
西
方
指
南
抄
』
に
見
ら
れ
た
傾
向
、
す
な
わ
ち
自
立
語
語
頭
で
は
同
字
反
復
を
用
い
、
逆
に
自
立
語
語
中
尾
で
は
重
点
を
用
い
る
と
い
う
傾
向
は
他
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
親
鸞
遺
文
に
も
広
く
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
稿
で
調
査
し
た
五
文
献
に
つ
い
て
、
自
立
語
語
頭
の
同
字
反
復
お
よ
び
自
立
語
語
中
尾
の
重
点
使
用
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
語
例
を
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
四
・
一　
自
立
語
語
頭
―
同
字
反
復
①
『
唯
信
鈔
』
　
・
動
詞
７
例　
「
～
に
＋
動
詞
」
４
（
～
ニ
ニ
タ
リ
等
）、「
～
と
＋
動
詞
」
２
（
～
ト
ト
ケ
リ
）、「
～
の
＋
動
詞
」
１
（
～
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
）
26
　
・
名
詞
３
例　
業
ハ
ハ
カ
リ
ノ
コ
ト
シ
１
、
ア
ヤ
フ
ミ
テ
テ
ヲ
１
、
タ
カ
キ
キ
シ
ノ
１
　
・
接
続
詞
３
例　
シ
リ
ヌ
ヘ
シ
シ
カ
ル
ニ
１
、～
ナ
シ
シ
カ
ハ
ア
レ
ト
モ
１
、
モ
シ
シ
カ
ラ
ハ
１
　
・
形
容
詞
２
例　
「
～
に
＋
形
容
詞
」
１
（
～
ニ
ニ
カ
キ
）、
～
コ
ト
ト
オ
キ
ニ
ヨ
リ
１
　
・
形
容
動
詞
１
例　
ア
ル
イ
ハ
ハ
ル
カ
ニ
１
　
・
副
詞
１
例　
イ
マ
マ
タ
１
②
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
本
）
　
・
動
詞
６
例　
「
～
の
＋
動
詞
」
４
（
～
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
等
）、「
～
と
＋
動
詞
」
２
（
～
ト
ト
キ
タ
マ
ヘ
ル
等
）
　
・
副
詞
１
例　
自
然
ハ
ハ
シ
メ
テ
１
　
・
接
続
詞
１
例　
～
ト
シ
ル
ヘ
シ
シ
カ
レ
ハ
１
③
『
唯
信
鈔
文
意
』
　
・
動
詞
３
例　
「
～
と
＋
動
詞
」
３
（
～
ト
ト
ナ
エ
ヨ
ト
等
）
　
・
名
詞
３
例　
「
～
は
＋
は
じ
め
」
２
（
～
ト
イ
フ
ハ
ハ
シ
メ
ノ
等
）、
～
ヲ
モ
テ
ル
コ
ト
ト
八
十
億
劫
１
　
・
副
詞
２
例　
人
ノ
ミ
ミ
ナ
１
、
甚
ハ
ハ
ナ
ハ
タ
ト
１
　
・
形
容
詞
１
例　
～
ト
イ
フ
フ
カ
シ
ト
１
　
・
接
続
詞
１
例　
～
ナ
ス
ヘ
シ
シ
カ
レ
ト
モ
１
④
『
一
念
多
念
文
意
』
　
・
動
詞
３
例　
「
～
と
＋
動
詞
」
３
（
～
ト
ト
キ
タ
マ
ヘ
リ
）
　
・
名
詞
１
例　
称
ハ
ハ
カ
リ
ト
イ
フ
１
　
・
副
詞
１
例　
法
則
ト
イ
フ
ハ
ハ
シ
メ
テ
１
　
・
接
続
詞
１
例　
～
ナ
ス
ヘ
シ
シ
カ
レ
ト
モ
１
⑤
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
　
・
動
詞
５
例　
「
～
と
＋
動
詞
」
３
（
～
ト
ト
キ
タ
マ
フ
等
）、「
～
の
＋
動
詞
」
２
（
～
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
等
）
　
・
副
詞
１
例　
自
然
ト
イ
フ
ハ
ハ
ハ
シ
メ
テ
１
　
・
接
続
詞
１
例　
～
ト
シ
ル
ヘ
シ
シ
カ
レ
ハ
１
　
自
立
語
語
頭
は
五
文
献
と
も
に
同
字
反
復
が
優
位
で
あ
る
。
語
例
を
観
察
す
る
と
、「
～
に
＋
動
詞
」「
～
と
＋
動
詞
」
の
よ
う
な
、
格
助
詞
に
後
接
す
る
動
詞
冒
頭
の
例
は
も
と
よ
り
、「
タ
カ
キ
キ
シ
ノ
」
の
よ
う
に
連
体
修
飾
構
造
の
被
修
飾
名
詞
に
も
同
字
反
復
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
連
続
に
お
い
て
、
文
節
境
界
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
五
文
献
す
べ
て
に
お
い
て
接
続
詞
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
多
く
同
字
反
復
の
直
前
で
文
が
終
止
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
重
点
は
文
節
境
界
を
越
え
な
い
」
と
い
う
原
則
に
帰
納
さ
れ
る
。
　
　
　
四
・
二　
自
立
語
語
中
尾
―
重
点
①
『
唯
信
鈔
』
　
・
名
詞
38
例　
御
コ
ヽ
ロ
１
、
コ
ヽ
ロ
33
、
コ
ヽ
ロ
サ
シ
１
、
ス
ヽ
メ
１
、
タ
ナ
コ
ヽ
ロ
１
、
フ
タ
コ
ヽ
ロ
１
　
・
動
詞
18
例　
ア
ソ
ヒ
タ
ハ
フ
ル
ヽ
ハ
、
カ
ヽ
ミ
テ
、
キ
ヽ
テ
等
　
・
副
詞
16
例　
タ
ヽ
10
、
タ
ヽ
シ
２
、
タ
ヽ
チ
ニ
３
、
フ
タ
ヽ
ヒ
１
②
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
本
）
　
・
名
詞
35
例　
イ
タ
ヽ
キ
１
、
御
コ
ヽ
ロ
２
、
コ
ヽ
ロ
27
、
ス
ヽ
メ
１
、
フ
27
タ
コ
ヽ
ロ
４
　
・
動
詞
15
例　
コ
ヽ
ロ
フ
ヘ
シ
ト
、
ス
ヽ
メ
タ
マ
フ
ニ
、
ト
ヽ
マ
ル
ナ
リ
等
　
・
副
詞
１
例  
タ
ヽ
１
　
・
代
名
詞
１
例　
コ
ヽ
１
③
『
唯
信
鈔
文
意
』
　
・
名
詞
55
例　
御
コ
ヽ
ロ
２
、
コ
ヽ
ロ
48
、
ヒ
ト
ツ
コ
ヽ
ロ
１
、
フ
タ
コ
ヽ
ロ
２
、
チ
ヽ
ハ
ヽ
１
　
・
動
詞
17
例　
オ
ソ
ル
ヽ
、
ト
ヽ
マ
ル
、
ム
マ
ル
ヽ
等
　
・
副
詞
３
例　
タ
ヽ
３
④
『
一
念
多
念
文
意
』
　
・
名
詞
48
例　
御
コ
ヽ
ロ
５
、
コ
ヽ
ロ
39
、
ス
ヽ
メ
１
、
タ
ヽ
サ
マ
１
、
フ
タ
コ
ヽ
ロ
２
　
・
動
詞
11
例　
コ
ヽ
ロ
エ
サ
セ
ム
ト
テ
、
キ
ヽ
テ
、
ス
ヽ
ム
等
　
・
形
容
詞
１
例　
タ
ヽ
シ
キ
１
⑤
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
　
・
名
詞
50
例　
イ
タ
ヽ
キ
１
、
御
コ
ヽ
ロ
４
、
コ
ヽ
ロ
39
、
ス
ヽ
メ
１
、
タ
ヽ
サ
マ
１
、
フ
タ
コ
ヽ
ロ
４
　
・
動
詞
16
例　
キ
ヽ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
ス
ヽ
メ
タ
マ
フ
ニ
、
ム
マ
ル
ヽ
等
　
・
副
詞
２
例　
タ
ヽ
２
　
・
代
名
詞
１
例　
コ
ヽ
１
　
自
立
語
語
中
尾
は
重
点
が
一
貫
し
て
優
位
で
あ
る
。
ど
の
資
料
に
お
い
て
も
名
詞
が
最
多
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
用
い
た
資
料
群
が
、
教
義
を
明
快
に
わ
か
り
や
す
く
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
注
釈
で
あ
る
と
い
う
資
料
性
質
が
関
係
し
て
お
り
、「
コ
ヽ
ロ
・
御
コ
ヽ
ロ
・
フ
タ
コ
ヽ
ロ
」
な
ど
、「
コ
ヽ
ロ
」（
意
・
心
）
に
関
係
す
る
語
が
頻
出
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
　
　
　
五
、
原
則
例
外
例
　
　
　
五
・
一　
自
立
語
語
頭
―
重
点
　
し
か
し
な
が
ら
、
原
則
に
合
致
し
な
い
例
も
若
干
数
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
自
立
語
語
頭
は
同
字
反
復
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
例
外
的
に
重
点
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
例
が
一
例
の
み
認
め
ら
れ
る
。
①
『
唯
信
鈔
』
　
・
名
詞
１
例　
ソ
ノ
ヽ
チ
　
「
ソ
ノ
ヽ
チ
」
は
、『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
も
唯
一
慣
用
的
な
例
外
例
と
し
て
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
ソ
ノ
ヽ
チ
」
の
表
記
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
親
鸞
遺
文
以
外
の
複
数
文
献
に
亘
る
慣
用
的
表
記
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
注
五
。
親
鸞
は
複
数
資
料
に
亘
っ
て
安
定
的
に
こ
の
表
記
を
用
い
て
い
て
お
り
、
親
鸞
資
料
の
規
範
的
性
質
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。
　
さ
ら
に
、
慣
用
例
を
除
い
て
原
則
例
外
例
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
状
況
は
、
親
鸞
遺
文
の
仮
名
遣
い
に
も
起
因
す
る
。
同
音
連
続
を
漢
字
以
外
に
よ
っ
て
表
記
す
る
際
、
重
点
・
同
字
反
復
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
仮
名
遣
い
に
よ
る
別
仮
名
の
使
用
が
行
わ
れ
る
が
、
か
か
る
方
法
に
お
い
て
大
多
数
を
占
め
る
の
は
「
～
ヲ
＋
オ
～
（
動
詞
）」
お
よ
び
「
オ
ホ
～
」
と
い
う
表
現
形
式
で
あ
る
注
六
。
　
前
述
の
と
お
り
、
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
対
立
に
お
い
て
は
、
助
詞
「
を
」
を
「
ヲ
」
で
表
記
す
る
こ
と
、
一
方
そ
れ
以
外
の
語
の
語
28
頭
を
「
オ
」
で
表
記
す
る
こ
と
の
二
点
を
以
て
、「
～
を
＋
動
詞
」
は
「
～
ヲ
＋
オ
…
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
重
点
は
用
い
ら
れ
な
い
。
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
「
オ
」
は
〈
語
頭
〉、
対
し
て
「
ヲ
」
は
〈
非
語
頭
・
非
文
節
頭
〉
の
マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
、
か
か
る
仮
名
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
重
点
を
使
用
し
な
い
も
の
と
指
摘
で
き
る
。
　
　
　
五
・
二　
自
立
語
語
中
尾
―
同
字
反
復
　
同
様
に
、
自
立
語
語
中
尾
に
お
い
て
は
重
点
使
用
を
原
則
と
す
る
が
、
例
外
的
に
同
字
反
復
す
る
例
が
計
七
例
見
ら
れ
る
。
①
『
唯
信
鈔
』
　
・
動
詞
１
例　
ア
ラ
ハ
シ
シ
ラ
セ
テ
　
・
名
詞
１
例　
ア
リ
ノ
マ
マ
②
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
建
長
本
）
　
・
動
詞
１
例　
ア
ラ
ハ
シ
シ
メ
ス
ト
ナ
リ
④
『
一
念
多
念
文
意
』
　
・
動
詞
１
例　
ト
ト
マ
ル
　
・
名
詞
１
例　
ヨ
ヨ
ニ
⑤
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
正
嘉
本
）
　
・
動
詞
２
例　
ア
ラ
ハ
シ
シ
メ
ス
ト
ナ
リ
、
御
覧
シ
シ
ル
ヘ
シ
　
右
の
う
ち
、「
ア
ラ
ハ
シ
シ
ラ
セ
テ
」（『
唯
信
鈔
』）、「
ア
ラ
ハ
シ
シ
メ
ス
ト
ナ
リ
」（
建
長
本
・
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』）、「
御
覧
シ
シ
ル
ヘ
シ
」（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』）
の
計
四
例
は
複
合
動
詞
の
後
部
要
素
冒
頭
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
四
例
に
つ
い
て
は
、
全
例
、
前
接
要
素
と
の
境
界
に
お
い
て
朱
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
遺
文
に
お
い
て
は
お
お
よ
そ
文
節
に
相
当
す
る
単
位
で
朱
点
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
か
か
る
部
分
を
同
字
反
復
に
よ
っ
て
記
す
の
は
、
後
部
要
素
に
意
味
的
な
ま
と
ま
り
を
認
め
、
境
界
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
分
析
的
態
度
の
表
れ
と
評
価
で
き
る
。
ミ
ニ
ト
リ
テ
・
ハ
ヽ
カ
ル
ヘ
ク
・
ハ
チ
カ
マ
シ
キ
コ
ト
オ
モ
・
人ヒト
ニ
・
ア
ラ
ハ
シ
・
シ
ラ
セ
テ
・
カ
ヘ
リ
テ
（『
唯
信
鈔
』
六
二
・
四
）
下
至シ
ト
イ
フ
ハ
・
十
声シヤウ
ニ
・
ア
マ
レ
ル
モ
ノ
・
一
念
二
念
・
聞モン
ミ
ヤ
ウ名
ノ
・
モ
ノ
ヲ
・
往ワウ
シ
ヤ
ウ生
ニ
・
モ
ラ
サ
ス
・
キ
ラ
ハ
ヌ
コ
ト
ヲ
・
ア
ラ
ハ
シ
・
シ
メ
ス
ト
ナ
リ
（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
五
六
・
五
）
下ケ
至シ
ト
イ
フ
ハ
・
十
声シヤウ
ニ
・
ア
マ
レ
ル
モ
ノ
（
右
傍
に
朱
筆
「
モ
」
あ
り
）・
聞モン
ミ
ヤ
ウ名
ノ
モ
ノ
ヲ
（
右
傍
に
朱
筆
「
モ
」
あ
り
）・
往ワウ
シ
ヤ
ウ生
ニ
・
モ
ラ
サ
ス
・
キ
ラ
ハ
ヌ
コ
ト
ヲ
・
ア
ラ
ハ
シ
・
シ
メ
ス
ト
也
（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
本
七
一
・
六
）
ヨ
ク
ヽ
ヽ
・
コ
ノ
和クワ
シ
ヤ
ウ尚
ノ
・
コ
ノ
オ
シ
エ
ヲ
・
御コ
ラ
ム覧
シ
・
シ
ル
ヘ
シ
ト
（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
末
四
三
・
五
）
　
他
、
動
詞
「
ト
ト
マ
ル
」、
名
詞
「
ア
リ
ノ
マ
マ
」「
ヨ
ヨ
ニ
」
の
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
見
ら
れ
た
。
者シヤ
ハ
・
ヒ
ト
ト
イ
フ
・
ム
ナ
シ
ク
・
ス
ク
ル
・
ヒ
ト
・
ナ
シ
ト
・
イ
フ
ハ
・
信
心
・
ア
ラ
ム
ヒ
ト
・
ム
ナ
シ
ク
・
生シヤ
ウ
シ死
ニ
・
ト
ト
マ
ル
コ
ト
・
ナ
シ
ト
ナ
リ
（『
一
念
多
念
文
意
』
八
六
・
五
）
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ヨ
ロ
ツ
ノ
コ
ト
・
ア
リ
ノ
・
マ
マ
ナ
ラ
ス
ハ
・
虚コ
ケ仮
ニ
・
ナ
リ
ナ
ム
ス
ト
テ
（『
唯
信
鈔
』
六
二
・
二
）
シ
カ
レ
ハ
・
諸シヨ
フ
チ仏
ノ
ヨ
ヨ
ニ
・
イ
テ
タ
マ
フ
・
ユ
ヘ
ハ
（『
一
念
多
念
文
意
』
七
三
・
四
）
　
「
ト
ト
マ
ル
」
の
例
は
、
傍
線
部
の
二
行
前
に
「
ヒ
ト
ト
」（
波
線
例
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。「
ア
リ
ノ
マ
マ
」
の
例
は
、
こ
れ
が
重
点
で
記
さ
れ
る
と
「
ア
リ
ノ
マ
ヽ
」
と
な
り
、「
一
ヽ
ヽ
」
と
見
誤
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
同
字
反
復
で
記
さ
れ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
最
後
に
、「
ヨ
ヨ
ニ
」
の
例
が
同
字
反
復
で
記
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、「
和
語
は
仮
名
表
記
す
る
」
と
い
う
基
本
方
針
の
下
、
漢
字
表
記
「
世
世
」
が
念
頭
に
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
六
、
助
詞
の
表
記
　　
最
後
に
、
助
詞
の
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
親
鸞
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
表
記
に
お
い
て
は
、
自
立
語
語
頭
は
同
字
反
復
に
よ
っ
て
、
ま
た
自
立
語
語
中
尾
は
重
点
に
よ
っ
て
記
す
傾
向
が
強
く
、
例
外
に
あ
た
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
要
因
が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
概
し
て
表
記
傾
向
の
一
貫
性
は
高
い
と
言
え
る
。
　
一
方
で
、
付
属
語
、
中
で
も
助
詞
語
頭
の
表
記
は
、
本
稿
の
調
査
に
お
け
る
五
文
献
に
『
西
方
指
南
抄
』
を
加
え
た
場
合
、
重
点
一
一
五
例
に
対
し
て
同
字
反
復
四
三
例
が
観
察
さ
れ
る
。全
体
の
傾
向
と
し
て
重
点
優
位
で
あ
る
も
の
の
、
同
字
反
復
に
つ
い
て
も
相
当
数
が
認
め
ら
れ
、
自
立
語
に
比
べ
て
ば
ら
つ
き
の
大
き
さ
が
際
立
つ
。「
重
点
は
文
節
境
界
を
越
え
な
い
」
と
い
う
規
則
に
お
い
て
助
詞
語
頭
に
重
点
を
使
用
す
る
と
、
そ
れ
は
自
立
語
プ
ラ
ス
助
詞
と
い
う
文
節
単
位
の
ま
と
ま
り
を
標
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
、
同
字
反
復
で
記
さ
れ
る
と
、
自
立
語
・
助
詞
間
の
境
界
に
よ
っ
て
文
節
内
部
に
境
界
が
存
す
る
こ
と
が
標
示
さ
れ
る
。
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ｂ
）
は
、
大
福
光
寺
本
及
び
前
田
家
本
『
方
丈
記
』
の
重
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
が
、
両
本
の
助
詞
語
頭
は
全
例
重
点
が
用
い
ら
れ
、
同
字
反
復
は
一
切
見
ら
れ
て
い
な
い
注
七
。
同
仮
名
の
連
続
に
お
い
て
、
助
詞
語
頭
を
す
べ
て
重
点
に
よ
っ
て
示
す
と
い
う
方
法
も
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
、
文
節
内
部
で
も
同
字
反
復
に
よ
る
境
界
標
示
を
ま
ま
行
う
と
い
う
、
よ
り
細
や
か
な
単
位
で
の
言
語
分
節
標
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
助
詞
表
記
に
お
い
て
は
、
助
詞
の
種
別
に
よ
っ
て
傾
向
が
大
き
く
異
な
る
。
ど
の
助
詞
を
同
字
反
復
し
や
す
い
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
助
詞
に
対
す
る
親
鸞
の
単
語
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
助
詞
の
種
別
に
よ
っ
て
用
例
数
を
ま
と
め
た
の
が
（
表
７
）
で
あ
る
。
（
表
７
）
助
詞
語
頭
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
か
て
と
に
の
は
ば
ば
や
も
計
重
点
１
52
５
８
14
１
31
１
１
114
同
字
反
復
０
４
14
21
０
２
１
０
１
43
　
（
表
７
）
に
よ
る
と
、
助
詞
語
頭
に
お
い
て
は
、
助
詞
の
種
別
に
よ
っ
て
重
点
優
位
で
あ
る
も
の
と
同
字
反
復
優
位
で
あ
る
も
の
と
が
認
め
ら
れ
る
。
　
重
点
優
位
で
あ
る
も
の
と
し
て
、「
て
」（
五
二
例
対
四
例
）、「
ば
」（
三
一
30
例
対
一
例
）、「
の
」（
一
四
例
対
〇
例
）、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
前
接
成
分
と
の
融
合
度
合
い
が
高
い
と
換
言
で
き
る
。
タ
ト
ヘ
ハ
・
人
ア
リ
テ
・
念
仏
ノ
行
ヲ
・
タ
テ
ヽ
（『
唯
信
鈔
』
四
六
・
五
）
穢エ
ト土
ヲ
ス
テ
ヽ
・
真シン
シ
チ実
報ホ
ウ
ト土
ニ
・
キ
タ
ラ
シ
ム
ト
ナ
リ
（『
唯
信
鈔
文
意
』
二
二
・
二
）
本ホン
ソ
ン尊
ニ
・
ム
カ
ハ
ヽ
・
弥ミ
タ陀
ノ
・
形キヤ
ウ
サ
ウ
像
ニ
・
ム
カ
フ
ヘ
シ
（『
唯
信
鈔
』
五
二
・
四
）
欲ヨク
入ニフ
浄シヤ
ウ
ト土
門モン
ト
イ
フ
ハ
・
浄シヤ
ウ
ト土
門モン
ニ
・
イ
ラ
ム
ト
・
オ
モ
ハ
ヽ
ト
・
イ
フ
ナ
リ
（
建
長
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
七
六
・
二
）
ス
ナ
ワ
チ
・
末マチ
タ
イ代
悪ア
ク
セ世
ノ
・
無ム
チ智
ノ
・
衆シユ
シ
ヤ
ウ生
ハ
・
カ
ノ
マ
ツ
シ
キ
・
モ
ノ
ヽ
・
コ
ト
キ
ナ
リ
（『
西
方
指
南
抄
』
下
末
二
八
・
六
）
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
・
オ
ノ
オ
ノ
ヽ
・
ハ
カ
ラ
フ
コ
ヽ
ロ
ヲ
・
モ
タ
ル
ホ
ト
オ
ハ
（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
末
六
〇
・
四
）
　
一
方
、同
字
反
復
優
位
で
あ
る
も
の
と
し
て
、「
に
」（
八
例
対
二
一
例
）、「
と
」
（
五
例
対
一
四
例
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
前
接
成
分
と
の
融
合
度
合
い
が
低
く
、
す
な
わ
ち
単
語
と
し
て
の
析
出
度
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
コ
レ
ニ
・
ヨ
リ
テ
・
カ
ノ
ク
ニ
ニ
・
ム
マ
レ
ム
ト
・
オ
モ
ハ
ム
モ
・
マ
タ
・
マ
コ
ト
ノ
・
コ
ヽ
ロ
ヲ
・
オ
コ
ス
ヘ
シ
（『
唯
信
鈔
』
五
九
・
一
）
モ
シ
・
ワ
カ
ク
ニ
ニ
・
ム
マ
レ
ス
ハ
・
仏
ニ
・
ナ
ラ
シ
ト
・
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヘ
ル
・
本
ホ
ン
ク
ワ
ン
願
ナ
リ
（『
唯
信
鈔
文
意
』
九
九
・
四
）
一
念
ヲ
ヒ
カ
コ
ト
ト
・
オ
モ
フ
マ
シ
キ
事
（『
一
念
多
念
文
意
』
三
・
一
）
安アン
ヤ
ウ養
ト
イ
フ
ハ
・
弥ミ
タ陀
ヲ
・
ホ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
・
ミ
コ
ト
ト
・
ミ
エ
タ
リ
（
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
本
一
七
・
六
）
　
右
の
う
ち
、『
唯
信
鈔
』の「
カ
ノ
ク
ニ
ニ
」の
例
で
は
、同
字
反
復
部
分
の「
ニ
」
が
前
接
の
「
ニ
」
よ
り
も
明
ら
か
に
小
さ
く
書
か
れ
て
お
り
、
時
に
仮
名
大
小
の
対
立
に
よ
っ
て
も
境
界
標
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
ニ
」
に
対
す
る
単
語
意
識
の
証
左
と
な
る
。
　
重
点
優
位
で
あ
る
助
詞
は
前
接
要
素
が
動
詞
成
分
で
あ
る
例
が
多
い
の
に
対
し
（
例
「
タ
テ
ヽ
」、「
ネ
カ
ハ
ヽ
」）、
同
字
反
復
優
位
で
あ
る
助
詞
は
前
接
要
素
が
名
詞
成
分
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
前
者
は
用
言
と
の
熟
合
度
の
高
さ
の
た
め
に
重
点
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
の
」
は
「
オ
ノ
オ
ノ
ヽ
」、「
モ
ノ
ヽ
」、「
タ
キ
モ
ノ
ヽ
」
等
、
前
接
成
分
は
す
べ
て
名
詞
で
あ
る
。
前
接
要
素
の
品
詞
性
に
よ
っ
て
の
み
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
助
詞
の
種
別
と
い
う
要
因
が
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
西
方
指
南
抄
』
の
助
詞
に
お
い
て
も
、
全
般
的
に
重
点
が
優
位
で
あ
る
中
で
「
に
」
と
「
と
」
の
み
は
同
字
反
復
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
要
因
を
推
定
し
た
（
村
井
宏
栄
二
〇
一
八
ａ
）。
詳
細
は
前
稿
に
譲
る
が
、
本
稿
の
調
査
は
こ
の
方
向
性
に
合
致
し
、
広
く
親
鸞
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
全
体
に
亘
っ
て
あ
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
七
、
む
す
び
に
代
え
て
　
本
稿
の
結
論
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
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【
ア
】
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
親
鸞
資
料
五
文
献
に
お
け
る
重
点
及
び
同
字
反
復
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
全
文
献
に
お
い
て
自
立
語
語
頭
で
は
同
字
反
復
を
行
い
、
自
立
語
語
中
尾
で
は
重
点
を
用
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
書
記
法
の
一
貫
性
は
か
な
り
高
い
と
評
価
で
き
る
。
こ
れ
は
前
稿
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
取
り
上
げ
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
傾
向
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
か
か
る
傾
向
は
親
鸞
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
に
広
く
あ
て
は
ま
る
も
の
と
言
え
る
。
【
イ
】
助
詞
語
頭
に
つ
い
て
は
重
点
優
位
で
あ
る
も
の
の
、
同
字
反
復
も
ま
ま
見
ら
れ
、
中
で
も
助
詞
「
に
」
と
「
と
」
に
つ
い
て
は
、
助
詞
の
一
般
的
傾
向
と
は
逆
に
同
字
反
復
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
助
詞
の
析
出
度
が
高
い
と
言
え
、
親
鸞
の
単
語
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
も
、【
ア
】
と
同
様
、
前
稿
（
二
〇
一
八
ａ
）
で
取
り
上
げ
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
傾
向
に
等
し
く
、
親
鸞
資
料
の
一
貫
性
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
　
中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
書
記
は
、文
字
体
系
の
交
替
（
漢
字
→
仮
名
、
仮
名
→
漢
字
）
が
分
節
機
能
の
一
部
を
担
う
こ
と
に
加
え
、
句
読
点
・
朱
点
や
ス
ペ
ー
ス
の
挿
入
（
分
か
ち
書
き
）、
仮
名
大
小
の
交
替
（
大
→
小
、
小
→
大
）、
振
り
仮
名
等
の
事
象
が
時
に
こ
れ
を
補
助
す
る
。
ま
た
、
改
行
や
異
体
仮
名
の
使
用
が
こ
れ
に
参
与
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
対
立
の
よ
う
に
、
仮
名
遣
い
も
結
果
的
に
分
節
標
示
の
役
割
を
担
い
う
る
。
補
助
符
号
の
一
種
た
る
重
点
が
、
こ
れ
ら
種
々
の
手
段
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
書
記
に
お
い
て
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
追
究
す
る
必
要
が
存
す
る
。
一
三
世
紀
前
後
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
全
般
に
考
察
の
対
象
を
拡
げ
る
こ
と
で
、
重
点
用
法
の
一
般
的
状
況
の
解
明
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
す
る
。
注一　
吉
沢
義
則
（
一
九
二
七
）、
金
子
彰
（
一
九
七
八
・
一
九
八
〇
・
一
九
八
五
）、
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
ａ
・
二
〇
一
一
ｂ
）
な
ど
。
二　
以
下
引
用
に
際
し
、
左
注
・
声
点
等
は
必
要
の
な
い
限
り
省
略
す
る
。
な
お
、
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
。
三　
宮
田
裕
行
（
一
九
八
一
）
は
、
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
分
か
ち
書
き
・
朱
点
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
四　
佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る
と
、漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
る
親
鸞
資
料
の
う
ち
、
『
唯
信
鈔
文
意
』『
一
念
多
念
文
意
』
の
み
は
一
切
の
声
点
が
差
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
五
）
は
親
鸞
資
料
全
体
に
つ
い
て
詳
細
な
表
記
体
の
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
う
ち
、『
唯
信
鈔
』、
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
・
広
本
）、『
西
方
指
南
抄
』
は
「
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
」、
対
し
て
『
唯
信
鈔
文
意
』『
一
念
多
念
文
意
』
は
「
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
」
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
本
稿
の
調
査
範
囲
の
中
で
、
付
属
語
語
頭
に
お
い
て
同
字
反
復
で
記
す
用
例
数
が
重
点
使
用
を
上
回
る
の
は
、後
者
二
文
献
の
み
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に「
二
、
考
察
対
象
の
資
料
」
で
示
し
た
文
言
が
跋
文
に
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
文
献
は
漢
字
の
知
識
の
な
い
人
々
に
向
け
て
書
か
れ
、
親
鸞
資
料
の
中
で
も
、
よ
り
「
わ
か
り
や
す
さ
」
を
追
求
し
た
文
献
で
あ
る
。
文
節
内
部
に
お
い
て
も
同
字
反
復
に
よ
っ
て
助
詞
を
析
出
し
て
示
す
方
向
性
は
、
こ
の
性
質
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
調
査
で
得
ら
れ
た
助
詞
語
頭
の
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
推
測
に
留
め
た
い
。
五　
矢
田
勉
（
二
〇
一
二
）
は
、鎌
倉
期
の
平
仮
名
文
経
済
文
書
（
譲
状
・
売
券
・
寄
進
状
な
ど
）
に
お
い
て
、
文
節
境
界
を
越
え
る
同
仮
名
連
続
は
基
本
的
に
同
字
反
復
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
も
の
の
、「
～
の
ゝ
ち
」
の
み
は
文
節
頭
で
も
重
点
を
使
用
し
、
こ
の
傾
向
は
「
固
定
的
な
表
記
と
し
て
後
々
ま
で
残
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、鄭
炫
赫
（
二
〇
〇
六
）
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
狭
衣
の
中
将
』（
一
五
九
七
年
写
）
及
び
国
字
本
キ
リ
シ
タ
32
ン
資
料
で
あ
る
カ
サ
ナ
テ
ン
セ
図
書
館
蔵
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』（
一
六
〇
〇
年
刊
）
に
つ
い
て
、
文
節
頭
で
も
例
外
的
に
重
点
を
使
用
し
た
「
そ
の
ゝ
ち
」
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
六　
例
え
ば
『
唯
信
鈔
』
に
お
い
て
は
、
次
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
（
活
用
語
は
終
止
形
で
示
し
、
用
例
数
は
総
計
で
示
す
）。
　
　
【
～
を
＋
動
詞
】
二
五
例
　
　
～
ヲ
オ
コ
ス
（
発
・
起
）　
～
ヲ
オ
コ
ナ
フ
（
行
）　
～
ヲ
オ
サ
ム
（
収
・
修
）　
～
ヲ
オ
シ
ユ
（
教
）　
～
ヲ
オ
シ
ム
（
惜
）　
～
ヲ
オ
ス
（
押
）　
～
ヲ
オ
ソ
ル
（
恐
・
懼
）　
～
ヲ
オ
モ
ヒ
イ
ツ
（
思
出
・
想
出
）　
～
ヲ
オ
モ
フ
（
思
・
想
）　
～
ヲ
オ
ロ
ス
（
下
・
降
）
　
　
【
お
ほ
～
】
七
例
　
　
オ
ホ
シ
（
多
）　
オ
ホ
キ
ナ
リ
（
大
）　
オ
ホ
ヨ
ソ
（
大
凡
）
　
　
【
そ
の
他
】
四
例
　
　
～
ヲ
オ
モ
シ
ト
セ
ス
（
～
を
重
し
と
せ
ず
）　
～
ニ
ハ
ワ
カ
ミ
ハ
（
～
に
は
我
が
身
は
）
　
～
ハ
ワ
ツ
カ
ニ
（
～
は
僅
か
に
）
七　
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
及
び
前
田
家
本
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
助
詞
語
頭
の
同
仮
名
連
続
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
例
と
二
〇
例
が
見
ら
れ
、
全
例
重
点
使
用
と
な
っ
て
い
る
。
引
用
文
献
金
子
彰
（
一
九
七
八
）「
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
」『
国
文
学
攷
』
七
六
金
子
彰
（
一
九
八
〇
）「
親
鸞
聖
人
遺
文
の
表
記
研
究
（
１
）
―
自
筆
書
簡
に
於
け
る
語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
―
」『
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
研
究
紀
要
』
二
五
金
子
彰
（
一
九
八
五
）「
親
鸞
聖
人
遺
文
の
表
記
研
究
（
２
）
―
親
鸞
自
筆
書
簡
と
親
鸞
写
法
然
書
簡
・
法
然
自
筆
書
簡
と
の
比
較
を
通
し
て
見
た
語
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て　
そ
の
⑴
（
漢
語
の
仮
名
表
記
）
―
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
校
園
教
育
論
究
』
二
五
金
子
彰
（
二
〇
一
五
）「
親
鸞
の
転
写
本
と
自
著
本
の
著
述
の
方
法
―
『
唯
信
抄
』
と
『
唯
信
抄
文
意
』
の
比
較
を
通
し
て
― 
」
中
山
緑
朗
編
『
日
本
語
史
の
研
究
と
資
料
』
明
治
書
院
佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
第
三
部
第
五
章
、
汲
古
書
院
、
初
出
は
同
（
二
〇
〇
〇
）「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
」『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
二
三
、
武
蔵
野
書
院
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
〇
）「
親
鸞
と
明
恵
の
漢
字
音
―
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
比
較
―
」『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
第
二
部
』
五
九
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
一
ａ
）「
親
鸞
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
」『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
六
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
一
ｂ
）「
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
開
始
時
期
と
異
例
に
つ
い
て
―
漢
文
の
訓
点
に
お
け
る
実
態
調
査
と
そ
の
位
置
づ
け
―
」『
国
文
学
攷
』
二
〇
九
佐
々
木
勇
（
二
〇
一
五
）「
記
念
講
演　
親
鸞
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相
」『
真
宗
学
』
一
三
二
鄭
炫
赫
（
二
〇
〇
六
）「
キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
宗
教
書
の
重
点
に
つ
い
て
」『
論
集
』（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
）
二
宮
田
裕
行
（
一
九
八
一
）「
親
鸞
上
人
の
言
語
意
識
―
分
ち
書
き
・
句
読
点
か
ら
複
合
語
に
及
ぶ
―
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
、
和
泉
書
院
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ａ
）「『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
重
点
に
つ
い
て
」『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集 
人
文
科
学
篇
』
四
九
村
井
宏
栄
（
二
〇
一
八
ｂ
）「
中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
重
点
（「
ヽ
」）
―
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
を
軸
と
し
て
―
」
第
一
一
九
回
国
語
語
彙
史
研
究
会
口
頭
発
表
矢
田
勉
（
二
〇
一
二
）『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
第
三
編
第
七
章
、
汲
古
書
院
、
初
出
は
同（
一
九
九
五
）「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
発
生
」『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
吉
沢
義
則
（
一
九
二
七
）『
国
語
国
文
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
初
出
は
同
（
一
九
二
二
）「
親
鸞
聖
人
の
写
語
法
」『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
四
六
使
用
テ
キ
ス
ト
…
『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
・
六
・
十
巻
（
宝
蔵
館
）
付
記　
本
稿
は
平
成
三
〇
～
三
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
中
世
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
重
点
を
中
心
と
し
た
書
記
史
的
研
究
（
課
題
番
号
：
18K
00626
）」（
研
究
代
表
者
：
村
井
宏
栄
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
